
「新たな日常」における男性の
家事育児参画促進事業 【京都市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ２１３ 千円

交付金額 １０６ 千円

事業番号 ２

男性の家事育児への参画を促進するため、先進的な取組を行う企業や男性ロールモデルを講
師に迎えた講座を開催。

セミナーでは、カードゲームを通じて参加者が楽しみながら意識啓発が行われたことで、参加者
が自発的に自分自身の抱えるアンコンシャス・バイアスに気づき、以後、意識的に役割分担の改
善に取り組む後押しとなった。

＜「輝く女性応援京都会議」構成団体＞
京都府、京都市、京都労働局、京都商工会議所、京都商工会議所女性会、
京都府商工会議所連合会、京都府商工会議所女性会連合会、京都府商工会連合会、
京都府中小企業団体中央会、京都府中小企業女性中央会、京都経営者協会、
京都経済同友会、京都工業会、京都府商工会女性部連合会、
日本労働組合総連合会京都府連合会、国際ソロプチミスト京都、国際ゾンタ京都クラブ、
大学コンソーシアム京都、日本政策金融公庫、２１世紀職業財団関西事務所、
京都府男女共同参画センター、京都市男女共同参画センター

女性の活躍を推進し、男女が共に多様で柔軟な働き方を実現していくためには、女性のみならず、
男性に向けての意識啓発や人材育成等が必要であり、より事業効果の高いセミナー等の開催に取り
組む。また、真のワーク・ライフ・バランスや働き方改革、女性活躍の推進に取り組む企業やロールモ
デルを発掘し、取組が地域全体に広がるよう、効果的な広報・啓発に努める。

【目的】

男女がともに多様な生き方・働き方を実現することにより、ゆとりがあり、豊かで活力あふれ、「生
産性が高く持続可能な京都」を目指す。
そのために、女性活躍の阻害要因となっている男性中心の働き方の見直しを進め、男性の家事

育児への参画を促進することを目的とする。

【目標】

男性の家事育児参画促進のための講座の延べ参加者数 ４０名⇒実績４２名
（目標達成率：１０５％）

【実情】

・本市における年齢階級別の女性の就業率は、３０～３４歳で最も高く、３５～３９歳以降で低下し、
４０～５４歳で回復しており、いわゆる「M字カーブ」の傾向がはっきりと見られる状況にある。
・京都府内企業において、男性社員の育児休業取得率は１０．０％と、全国水準（１２．６５％ ）を下
回っている。
【課題】

・京都においては、少子高齢化や人口減少が進行する中、女性の就業状況や男性の育児休業取
得率は全国平均・水準を下回り、女性管理職の割合は全国水準を上回るものの、第５次男女共同
参画基本計画の成果目標達成には更なる伸長が必要である。



事業の概要③

■男性の家事育児参画セミナー子育てパパ応援セミナー（育児カードゲーム「カジークジー」）

開催日時 第１回 令和５年５月２０日（土）
第２回 令和６年１月２０日（土）

会 場 京都市男女共同参画センター ウィングス京都

参加者数 延べ４２名

内 容 男性の家事育児への参画を促進するため、カードゲームを用いて家庭内の役割分担を
見直すことを目的とした講座を実施。
講演：高木 駿 氏（主夫ラボ オンライン「パパ塾運営」、育児・家事セミナー研修講師、
育児カードゲーム「カジークジー監修」）
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